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大阪府内のプラスチックごみ処理フロー（2019年度推計） 

資料３−２ 
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（２）産業廃棄物

プラスチック排出量 プラスチック再生利用量 マテリアルリサイクル

27.2 万t 15.3 万t 5.0 万t

ケミカルリサイクル

6.2 万t

プラスチック焼却量 サーマルリサイクル

5.4 万t 7.3 万t

単純焼却量

2.3 万t

プラスチック

最終処分量

6.5 万t

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

その他

医療・福祉

卸・小売業

建設業

製造業

廃棄物量（万ｔ）

再生利用量

焼却量

最終処分量

マテリアルリサイクル
5.0 万t(18%)

ケミカルリサイクル
6.2 万t(23%)

サーマルリサイクル
7.3 万t(27%)

単純焼却
2.3 万t(8%)

最終処分
6.5 万t(24%)

再生利用量
13.5 万t(56%)

焼却量
5.6 万t(23%)

最終処分量
5.0 万t(21%)

再生利用量
15.3 万t(56%)

焼却量
5.4 万t(20%)

最終処分量
6.5 万t(24%)

2014年度
排出量
24.0万t

2019年度
排出量
27.2万t

廃プラスチック類の処理状況の詳細

廃プラスチック類の主な排出業種

廃プラスチック類の処理状況

排出量
27.2万t

4.1万t

(RPF等)

【参考】目標項目(案)の現状値
③プラスチックの有効利用率：68％


